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授業概要  

 

本講座では中高英語教員免許取得のために必要な実力を養っていきます。英語教員には必須とさ

れる素養があります。それは生徒の成長を心から願い、支援する教育者としての姿勢と、英語の

専門家としての実力です。しかしこれらだけでは英語教員としては不十分なのです。教授法の知

識をもち、実践することが必要です。英語ほど国際的に教授法の研究が行われている教科は他に

ありません。様々な教授法について講義を通じて理解しながら、常に「自分ならこれをどのよう

に授業に活用するか」という視点をもちながら学んでほしいと思っています。 

なお、教授法の前提として英語運用に関する演習も毎時取り入れていきます。 

 

授業計画  

 

第 1 回 ガイダンス（英語教師となるための語学力をつける学習法について） 

第 2 回 教授法の概念 

第 3 回 教授法と英語教育 

第 4 回 教授法の歴史 

第 5 回 教授法の種類 

第 6 回 教授法の分類 

第 7 回 個々の教授法（１） 

第 8 回 個々の教授法（２） 

第 9 回 教授法の評価（１） 

第 10 回 教授法の評価（２） 

第 11 回 言語学習での適正 

第 12 回 教授法運用上の諸注意 

第 13 回 教授法の新傾向（１） 

第 14 回 教授法の新傾向（２） 

第 15 回 定期試験 

 

 

履修上の注意  

 

授業は原則として英語のみで行います。そのために必要な英語表現はハンドアウトにして 配布

しますので、利用してください。また NHK のラジオ講座を教材の１つとして使用しますので、

日常的に英語に触れる心構えを持ってください。辞書は必携です。 

評価方法  

 

定期試験、小テスト、課題、出席状況、及び予復習の有無等を勘案して総合的に評価。自ら発言、

質問する積極的な受講意欲を高く評価します。 

テキスト  

 

『英語教授法のすべて』大修館書店 

 
 

 

 


